
  第５次千葉市生涯学習推進計画（原案）の概要 資料２

1 　計画の策定にあたって （２）変化・多様化する社会において、市民の学習ニーズが非常に多岐にわたっている

（１）計画策定の趣旨と背景 ⇒

（２）計画の位置づけ

（３）計画期間 （３）学習活動を行う団体会員の固定化・高齢化

　平成２８～３３年度(６年間)

2 　第４次計画の進捗状況

（１）活動指標　【事業評価】

4 　計画策定の視点

（１）生涯学習の普及啓発







（２）活動指標　【個別重点事業】

（２）学習機会の提供等を通じた学習活動の支援

（３）成果指標　【市民意識調査】

（３）学習活動の成果の活用の支援


（４）学習活動を核とした地域づくり

3 　現状と課題

（１）「家事などで時間がとれない」「生涯学習は必要ない」という市民が増えている。

5 　計画目標

生涯学習活動をしない理由

50.0%

･達成状況 ☆=達成済 ○=達成見込み △=遅延

Ａ　団体活動を支援したことにより学習者が増えたか

Ｂ　学習成果を生かして施設や地域での活動に携わる者が増えたか

Ｃ　学習支援施設や地域で学習成果を発表する場が増えたか

Ｄ　地域（社会全体）で子どもをはぐくむことができたか

Ｅ　ボランティアコーディネート件数は増えたか

○

☆

☆

△

未達成

1 1

50.0%

⇒生涯を通じて必要な知識・
　技能を身につける「生涯学
　習」の必要性の普及啓発を
　行う必要がある。

指標数

2

施策展開の方向性

１　学習成果が生きる地域づくりを進める

２　市民生活や地域社会の課題を学ぶ機会を提供する

３　学びを支える環境づくりを進める 2

　市民が自ら学んだ成果を生かし、活力あるコミュニティを形成できる環境づくりを進める。
　～　学びを通して地域がつながるまち　千葉市　～

　第４次計画の成果と課題を踏まえ、生涯学習の基本的理念である「学ぶ」「生かす」「つなが
る」各種の活動を支援するため、市民の「学びはじめ」から「学習活動」を経て「学習成果の活
用」、「学習による地域づくり」が実現できる環境づくりを進める。

　互助・共助による活力ある地域コミュニティの形成に資するため、公民館等の地域の学習施
設を拠点とした学習活動を支援するほか、市民の参加・協働による自主的な学習活動を推進す
る。

達成見込 遅延 達成割合

0 2 33.3%

2

達成 達成割合

2 0 100.0%

ア　変化の激しい社会を生き抜く力の必要性
イ　生涯学習に対する多様な市民ニーズ
ウ　多様な人が集い連携・協働して学習する仕組みづくりの必要性

　上記の背景を踏まえ、生涯学習関連行政を展開する上での施策の方向性、事業体系及び
目標を明らかにするため、第５次生涯学習推進計画を策定する。

　千葉市新基本計画を上位計画とする個別部門計画であり、同時に学校教育推進計画と共
に教育大綱の両輪となる本市教育の基本方針を定める計画である。

幅広い層の学習ニーズを的確に把握
し、多種多様な学習機会の提供を行う
必要がある。

市の生涯学習事業に対する需要

1 1

個別重点事業種別

生涯学習団体の抱える問題点

△

評価項目 達成状況

ア　特に拡充強化し推進する事業

イ　継続して着実に推進する事業 3 1

事業数 達成済

2

　固定化・高齢化の進展に伴い、団体の活動
が停滞し、地域の活力が失われていくおそれ
がある。

28 16

　市民一人ひとりが生涯にわたり学習活動を行うことで自身に必要な知識や能力を身に付ける
ことの必要性や意義について、さまざまな機会を活用し情報発信を行う。

（新基本計画・第２次学校教育推進計画と終期をそろえる。）

　市民の学習需要を積極的に把握し、市民の学習ニーズやライフステージに応じた幅広い学習
機会を提供していく。

　学習により修得した知識・技能が広く生かされる仕組みを構築するため、指導者やボラン
ティアなどの人材育成を進めるとともに、学習成果を地域に還元するための支援を実施する。

10 64.3%

⇒地域の活性化を図るため、団体を支える指
　導者等の人材育成を進める必要がある。
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  資料２

6 　施策の体系

施策展開の方向性（4項目）

拡充 1-1

○ 1-2 学習のきっかけづくりとなる生涯学習イベントの開催　(まなびフェスタ、科学フェスタ)

新規 1-3 eラーニングの普及　(例:無料体験スペースの設置等)

○

拡充 2-1 生涯学習施設の利用環境の充実　（例:公共施設予約システムの更新）

○ 新規 2-2

拡充 2-3 公民館の改修 （冷暖房設備、屋根防水、トイレ）

○ ICT等の活用を通した生涯学習施設の利用サービスの向上に努めます。 拡充 2-4 中央図書館・生涯学習センターの改修  (アトリウムガーデン屋根防水、吊天井落下防止対策など)

○ 生涯学習施設の保全・改修により学習環境の維持に努めます。 拡充 2-5 図書館サービスの利用促進　（例:図書館システムの更新）

新規 3-1

○ 拡充 3-2

拡充 3-3

○

4-1

○ 4-2

4-3 未来の科学者育成プログラム

○ 新規 4-4 図書館機能整備 (瑞穂地区)

拡充 4-5

○ 新規 4-6 キャリア支援事業

拡充 5-1 5-5 青少年教育事業

○ 5-2 拡充 5-6 高齢化社会に対応した学習機会の提供

5-3 （福祉、健康、介護予防等講座）

拡充 5-4 5-7 多世代交流・地域交流事業

6-1

○ 拡充 6-2

○

7-1

○ 7-2 学習施設ボランティアとの連携　(例:科学館ボランティア、生涯学習ボランティア、まなびサポーター)

拡充 8-1

○ 拡充 8-2

○ 8-3

○

2

②多様な学習機会を
　提供する

多種多様な学習機会を市民に
提供します。

団体間の連携を支援します。

①学習活動の
  きっかけを提供する

市民の学びはじめをお手伝い
します。

社会教育関係団体の育成

学校開放の推進

多様な主体による学習活動の推進

郷土の理解を深める講座・事業（例:加曽利貝塚・千葉氏関連講座、博物館展示解説等)

 (民間法人等の専門的知識を生かした講座の実施、大学・専門学校等が行う講座の情報提供)

放課後子ども教室

現代的課題学習事業　(例:ＩＣＴ・防災・消費生活等)

科学関連学習事業（例:科学館、公民館等での講座）

子ども読書活動の推進

ボランティア育成事業　（例:東京オリンピック・パラリンピック開催時に求められる人材の育成）

新規 4-7

郷土に対する理解と愛着を深めるため、地域の歴史や文化資源を生かした学習機会を
提供します。

文化財の保存・活用の推進 (例:ゆかりの家・いなげの改修・旧検見川無線送信所の修繕)

今後６年間にわたる生涯学習
行政の方向性

施策展開の方向性を推し進めるための基本方針
達成度を測るため成果指標を設定

④学習活動を核とした
　地域づくりを進める

学びを生かして活力あるコ
ミュニティを形成する活動を
支援します。

１　生涯学習の普及啓発
市民に学びの楽しさ、大切さに興味・関心を持ってもらえるよう、様々な機会を活用
して情報を発信し、学習のきっかけづくりにつなげます。

学習に関する各種相談を受け付けることでスムーズな学びはじめをお手伝いします。

４　市民ニーズに対応した学習機会の提供
急速に変化・多様化する社会において、多岐にわたる市民の学習ニーズに対応するた
め、幅広い分野にわたる学習機会を提供します。

科学・技術に関する講座・事業を通して、市民のライフスタイルに科学が溶け込む環
境づくりを進めます。

様々な立場の市民が、生涯を通じて必要な知識・技能を身に付けられるよう、学び直
しを支援します。

５　ライフステージに応じた学習機会の提供
子どもからお年寄りまで、様々な世代のライフステージに応じた学習機会を提供します。

６　生涯学習活動の担い手となる人材育成③学習成果の活用を
　支援する

学びにより得られた知識や経
験が社会に還元されるよう支
援します。

社会教育に関する専門的知識を持つリーダーを育成します。

７　学習成果の活用機会の提供

図書館サービスの向上　（例:開館日・開館時間の拡大）

eラーニングの普及（再掲）

郷土の伝統・文化を適切な保護・保存方法により後世に引き継ぐとともに、ふるさと
意識の醸成を図ります。

学校休業日対応事業　(公民館の土曜日開催講座)

家庭教育支援事業（家庭教育支援チームの増設）

学習の成果を社会・地域に還元できるよう、様々な活用方法や機会を提供します。

８　市民の参加・協働による学習活動の推進
地域課題を自ら解決するコミュニティづくりを目指し、地域が自主的に取り組む学習
活動を支援します。

団体活動の後援及び情報発信の支援等を行います。

　アクションプラン（３２事業）※再掲事業を含む

加曽利貝塚の特別史跡指定

施策（８項目）

２　学習環境の整備
学びに興味を持った市民が学習活動をはじめるにあたって、快適で参加しやすい学習
環境の確保に努めます。

３　郷土への愛着を深める学習機会の提供

施策に基づき実施する事業のうち、特に重要なものに目標を設定し、施策の確実な実現を目指す。
中間年度（Ｈ３１）に見直しを行う。

公民館の改築　(犢橋公民館の改築)

学ぶ場と学ぶための情報提供の充実　(例:ＳＮＳの活用)

地域における学習活動の活発化を図るため、リーダーやボランティアなどの人
材を育成します。

団体・グループ活動のリーダー養成・育成事業

学習成果の発表機会の提供


